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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞
・4/20(土)春の会実施。春の会に関しては勤務表ができ次第、早急に不参加届けを提出するように。勤務以外での不参加の職員は、4/6(土)まで。
・年次有給休暇を申請したら慶長JGMへ報告する。年休希望を記載できるカレンダーを準備している為、各自確認して記載する。

・行動観察メモ、下半期人事考課表の作成を進めておくこと。
・4/23（火）、4/24（水）、4/25（木）春健康診断を実施。詳細はWIZの掲示板を確認するように。
＜各種締め切り＞
・疾患別診療計画書（医師評価必要な方の分）書式内の意向聴取者は馬場の名前を入れること。
・3月経過記録締め切り：4/12（金）まで
＜利用者様情報＞

デイケア

・冨塚　勝幸　様～朝のラジオ体操の際に準備や後片付けを積極的に手伝っているが、開始時間前に始めようとしており、スタッフの介入を要している。作業療法では、動物図鑑の写真を模写しており、終了時間まで手を止めず続ける等集中している様子具が窺えている。
・繁名　和恵　様～グループホーム世話人より情報提供があり、今朝の訪問時にデイケアの参加を確認すると「お腹が痛い。ビリビリする。」と話していたとの事。訪問中にコップで半分ほどの水を口から出す事があり、腹部が圧迫されたと言うが、水分を摂り過ぎている様子の為、体調を見ながらデイケアを利用するか決める事としている。本人へ体調確認の電話をすると、活気なく「お腹が痛くて、ご飯食べれるかわからない。」と返答し、様子を見ながら可能であれば通所するとの事で終話している。
・成田　尚史　様～普段より遅い時間に来所、本人より報告があり現在企業の採用試験に提出する履歴書を作成していたと話している。採用面接について主治医と相談したのかを確認すると「いいえ、してませんでした」と話している。次回受診の際に主治医と相談するよう伝え、今後は主治医の許可を得た上で、就職活動をしていくよう助言すると了承している。
・佐々木　常夫様～定時を過ぎても来所せず、連絡もない為こちらから連絡するが留守番電話に繋がっており、メッセージを残している。11：50本人より連絡があり、来所していない理由について聞くと「昨日ホストの就職体験に行ってました、向かないので断りの連絡を入れます」と答えている。詳細を確認すると、無料で酒が飲めて会話してお金を稼げる為働きたいと思った、店に直接連絡し体験となった、酒は飲んではいけないと思ったが仕事中は飲んでいた等の内容を話しているが、通話中は発言内容が二転三転する、前後のつじつまが合わない内容の発言となっている。現在、飲酒による頭痛があると話しており、明日の当院受診は予定通り通院するが本日のデイケアは欠席すると話している。「先生には言わないでください」との訴えあるが、明らかに普段と様子が違うことや、言動が不明慮である為報告する旨を伝えると「私は先生に言いません」と話している。頭痛が継続している為、本日は欠席すると話し終話している。

デイナイトケア
・倉橋　生子　様～昨日の主治医面談時に耳鳴りを訴え、昼食前に４７ツムラ釣藤散エキス顆粒が処方となっている。青風荘より情報提供があり、夕食は耳鳴りを訴えて味噌汁のみの摂取であったが朝食は摂取していたとのこと。また、帰荘後の日課に声掛けを要していたと情報提供がある。来所後は、昨日青陽館スタッフに言った言葉に対して謝罪している。作業療法プログラムでは折り紙手芸に取り組んでいるが、スタッフの異動により折り紙手芸が出来なくなるから塗り絵をすると話している。他のスタッフも対応出来る事を伝えるが聞き入れることなく、今度からは塗り絵をすると話している。
・袴田　淑子　様～昨日腹痛を訴えていたが、夕方には痛みは無くなったと話し、帰荘後も訴えはなく過ごしていたとのこと。就寝前薬服用時は時間になっても服用に来ず、部屋で寝ていたとのこと。本日来所後は、プログラムに遅れて参加することがあり、体調を確認するが「大丈夫」と小声で答えている。昼食はほぼ全量摂取しており、一日通して不調の訴えはない。
・吉田　キクエ様～3/29（金）以来の出席となっている。杖を使った歩行は利用当初より慣れてきており、声を掛けると膝痛を訴えるが、自ら訴えてくる事はない。運動療法は見学すると自ら話すも、居眠りがあるため声を掛けると、上肢のみ動かして取り組んでいる。手荷物を持って部屋を移動する際に、一瞬バランスを崩す事があり、スタッフが声を掛け支えようとするが笑顔で大丈夫であることを話している。以後は、自ら痛みを訴える事や、歩行が不安定になる事なく通常通り過ごしている。
ナイトケア
状態報告なし
＜外来患者様情報＞

・田名部　一樹様～数か月前からの体調不良があるという。朝食を食べてデイケアに来所して横になるとむかむかするなどと話す。本人曰く、カップラーメンばかり食べているのでそのせいではないか、などと話す。ビタミン不足でも倦怠感などの身体症状が出現する可能性があることを話し、バランスの良い食生活を心がけるように助言した。精神面では特に著変なし。処方継続。

・川村　亨様～BW：69.6kg著変なし。食事や睡眠はとれている。特に困っていることはないという。引き続き経過観察。

・駒木　洋士様～著変なく経過。躁状態の再燃はなく落ち着いている。食事や睡眠とれているとのこと。ゾテピン50→25mgへ減薬。

・中村　鶴子様～最近の様子としては、仕事は順調であったが、「空想」することは今もいろいろあるうようである。近所の人について、もう少し親交を深められないかと思って、雨の日に傘をさしだしてくれることを「妄想」したりしていた。また、物忘れ症状は気になっているというが、特に日常生活に支障はないようである。精神病症状は特に顕在しない。

・田向　玲美様～デイケアは体験利用を続けてきているが、これまでやってきた結果としては、スタッフから見て、他の利用者に話し掛けが多かったり大声であったりして、集団の場でやっていくのは困難とされている。本日、本人には、正式利用はまだ時期尚早であるというように伝える。残念そうにはしている。今後、抑えるところは抑えるようにして、また機会を見て体験利用を勧めて行く。
